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医学雑誌 日本 とアメリカ

士
口 岡

数 年 前 の こ とで あ る。研 究 上 の こ とで よ く識 った仲 の

ア メ リカ人S氏 か ら、新 ら し く学 術 誌 を発 行す るか ら編

集委41に な らな い か、 とい う話 で あ る。勉 強 に もな る こ

と なの で そ の ま ま引 き受 け る こ とと した。 そ れか ら何 度

か、 原 稿 が 必要 だ か ら送 って ほ しい との催 促 で あ る。 日

本 国 内 か ら原稿 を集 め るの も編 集 委 員の仕 事 だ とい う。

ち ょ うど手持 ちの 原 稿 を送 り出 した端 境 い期 で適 当 なの

が な く困 っ た末 、 や や領 域 ヒ問題 は あ る と思 った が 手許

に あ った も の を送 った 。 ま も な く返 事 が 来 て、 この 論文

は掲 載 で きな い とい う。Reviewerが2人 と も賛 成 しな

い とい って い る、 とい い それ ぞ れの 意 見 をっ けて 送 り返

して きた。

編 集 委 員 か らの 原 稿 を 、 しかも頼 まれ た末 に無理 を し

て送 って い るの に、 そ れ を にべ に も な く断 る とは い か に

なん で も失 礼 な話 で あ る。 そ こでreviewerが 不勉 強 で

あ る、 など と反 論 を試 みた が、"どこ そ この何 とい う雑 誌

に送 り な}Jし て み て は ど うが ノな ど とい うば か りで取 り

合 う気 配 は な い。 要 す る に編 集者 を"知 って い る"と か
"仲 がよ い"な ど とい うこ とは論 文 の採 否 と は関係 な い

こ と なので あ る。 あ た り前 の こと が あた り前 に行 な われ

てい る とい うこ とを悟 った

ち ょ うど その 頃 、 国 内のi;門 誌 で 全 く逆 の 経験 をした。

あ る新 ら しい学 会誌 か ら論 文 のreviewを たの まれた。読

んで み ると研 究 の 月的 と方 法 に倫 理 上 問題 が あ るよ うだ

し結 果の分 析 が甘 い ので 不採 択 とす べ きだ と し意 見 を付

して 戻 した。 と ころ がで あ る。折 り返 し編 集 者 か ら、断

る との 意 見 な らば 第二 の査 読 者 に原 稿 を ま わす とい う。

そ して その 人 がOKし た との こ とで編 集 者 は結 局 その論

分 を採 択 した。 は じめ か ら掲 載 を断 る とい う考 えは なく、

形 式 的 に査 読 を求 め られ た こ とを知 って嫌 な気 持 ちが し

た、,編集者 は次 回 か らその 研 究所 か らの投 稿 が来 な くな

る こ と を惧 れ たの で あ ろ う。 この よ うに 及 び腰 で 馴{『誌

の編 集 をす る と質 の 低 い論 文 を掲 載 す るこ と に な り、悪

貨 は良 貨 を 駆遂 す る か ら雑 誌 の 質 を ドげ て しま う。

よ く、 日本 の研 究 者 は国 内 の 文献 をだ い じにせ ず 、 外

国 の もの ば か り有 難 が るが 、 これ は故 な き外 国 崇拝 で は

ない か とい わ れ た もの で あ る。 しか し質 の低 い国 内誌 を

相 手 に して い る余裕 は な い、 とい う第 一・線 の研 究 者 の 言

い 分 に も一 部 の理 は あろ う。 相 々:批判 の お だや か な 日本

の 風土 は科 学 の進 歩 には 向 か ないの で は な い か。

相11:批 判 の甘 さにつ い て は富 士 見病 院 や筋 硬縮 症 な ど

例 をあ げ る に 事欠 か ない が、 最 近 気 に な るの は医師 の脱

税 で あ る。 税 務署 の 発 表 に よれ ば 、 いっ も1〔〕位 以内 に医

師 や 開業 医 がひ しめ いて い る、,これ な ど私 た ち"薄 給!'

の 医 師 と して は 口惜 しい 限 りで あ る。 よ く、 この よ うな

脱 税 は"ご く一一部の 不 心 得 者"と い う。 そ れ な らば他 に

及 ぼ す迷 惑 が 多大 で あ るか ら医 師 会 や学 会 は、 除 名 な ど

の 厳 しい内 部 処置 が必 要で あ ろ う。で な けれ ば、 々.いに

かば い合 うもの と世 間 に 受 け止 め られて もti二方がないので

は ない か。 乱 獲密 猟 を許 さな い とい われ た 花岡 執 行 部の

勇 断 を期 待 した い もの で あ る。

医 学雑 誌 で 今 ひ とつ極 端 な彼 我 の 対照 をあ げてみよ う。

それ はLI本 医 師会 雑 誌(日 医誌)と ア メ リ カ 医 師 会 雑 誌

(JAMA)の ちがいで ある。口医誌 は会 員に読 まれないでお蔵

入 りになることが多いので はないか。っ まり内 容 に読 み で が

ない ので あ る。理 事会 の 議 事録 は よ い と して、編 集 者の

指 名 した第 級 の 学 者 の研 究 がの っ て い るが、 読 者 に と

って は わ か りに く く、臨 床 の 現場 か ら遊 離 した もので あ

る こ とが 多い 。 なん とい っ て も この雑 誌 の 最大 の特 徴 は

会 費 を払 った 会員 か らの投 稿 を受 けつ け ない こ とで あ っ

て 、 本質 的 に上意 ド達 の広 報 誌 で あ る。 この構 造 は は し

な く も口本 の 医学 研 究 の… つ の断 面 を示 す もので あろ う,、

研 究者 に よ る第一 線 の仕 事 はた しか に とび抜 けて優 秀で

あ る。 しか しこ れ が医療 の現 場 と関係 ない もの で あ る と

した らど うなるの だ ろ う。 私 には 日本の 医学 の 全体 水準

が高 い もの とは とて も思 わ れ ない ので あ る,,一・方、JAMA

は 面 自 く読 み やす い。 学術 論 文 は研'n、 臨 床 医 の 大 多

数 に とって 最 も興 味 の あ る もの を扱 い、 質 の高 さも第 ・

級 で あ る。 医 学教 育 も核 軍 縮 につ い ての 会 員 か らの ア ヒ

ー ル もあ る。 読 者 か らの 手紙 、 載 っ た論 文にた い す る反

論 批 判 も掲 載 され て賑 や かで あ る、,読者の 欲す る記 事 を

載 せ 参加 を歓迎 す る雑誌 づ く りと い えよ う,、

じっ は、 口医 誌 の編 集 陣 がJAMAのi本 語 版の 雷飛訳 出

版 に 協 力 し購 読 を会 員 にす す め て い るこ と を ご存 知 の か

た も 多いだ ろ う。 こ うな る と創 造 は得 意 で は ない が、 知

識 の輸 入 には熱 心 、 とい うわ が[}1の学 術研 究 のf収の が浮

きぼ りに なっ て い る こ とに気 付』かず には お られな い 自

前 の雑 誌 の 改 善こ そが 先決 と思 うが いか が な もので あろ

うか。

相 々:批判 の 厳 し さとそ れ を受 け入 れ る度 賦、 そ して学

術 研 究へ の 全貝 の参 加 、 こ の2つ が フ ロ フー[ノ シ ョナ ル

と して の わ が医 界の 学 術 水 準向Lの た めの 条件 なの で は

な い か。 病 気 療 養中 、 こん な こ と を 考えて い た、、

(副 学 長 ・附属 病 院 長)
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私 の 「旅 」

平 塚 寿
立早

「旅」とい う語 を 手近 に あ る国 語 辞 典で 引 く と
、 「自分

の 家 を離 れ て、 よそ の 一ヒ地 へ行 く こと」 とな って い る。

そ れ な らば 、 「最 近 流 行の キ ャ ンピ ング カ ー に、 ガス レ

ン ジ、テ レビ 、冷蔵 庫 な ど を積 ん で蒙 族.・緒 に よそ の土

地 へ 行 くこ とは 、 も はや 旅 とは 言 わず 変則 的 ジプ シー生

活 とで もい うの だ ろ うか 一」 な ど と少 しヘ ソ曲 りな こ と

を 考えて も 、 とに か く私 は旅 が 好 きで あ る。 人 か ら 「旅

の ど うい う点 が好 きか」 と聞 か れ て も、即 答 で きる よ う

な答 えは持 ち合 わ せて い な い。 しか し旅 の快 感 とい うの

は 、 ゴー供 の 時 か ら抱 いて い る時 間 と空 間 に対 す る一 種 の

不 可解 さ、 つ ま りこの.・瞬 に も自分 と同 じ人間 が遠 く離

れたi二地 に生 きて い る ことの 意外 さ を実感 させ て くれ る

111にあ る、 とい った ら良 い かも しれ ない。 それ に、 昨 日

迄 の 自分 の 目常 が、 旅 に出 た 目 か ら ・瞬 に して追憶 の 中

に しか存 在 しな く な ると い うの も妙 な体験 で あ る。 毎Ll

の 生活 の た め に家 族 ぐるみ で住 む場 所 を移 さざ る を得 な

い ヨー一ロ ッパの ジプ シー や カラハ リ砂 漠 の狩 猟 民 族 は、

お そ ら く ・度 も こん な感 じを もた な いだ ろ う。 こ う考 え

ると"旅 に出 る"な ど とい う行為 その もの が、持 て る入

の 贅沢 な遊 び とい う感 じが しないで もな い、,

しか しな が ら、 参か 不 ・ドか最 近の 私 の旅 は ど ち らか と

い うと持 た ざ る人の 精 ・杯 の遊 び と い う感 が強 いの で あ

る、,とい うの は 、学 会 な どで 出張 す るこ と を無理 や り"

旅 に出 るの だ ぞ"と 自分 に 言い聞 かせ て お り、学 生 時 代

の よ うに純 粋 に旅 に出 る とい うこ とが な く なっ た か らで

あ る。 これ は 、金 と時 間 が ない か らに他 な らな い。 そ れ

で も出 来 る限 り旅 ら し く体 裁 を整 え ることだ けは忘 れず 、

飛 行機 を使 わず 九州 の 果て迄 も汽 車で 行 っ た りす る。 し

か し、 これ も思 い 通 りには 行 か ない こ との 方 が 多い。 汽

卓で 行 くと な る と 日程 に余 裕 を もたせ なけ れ ば な らず 、

出発 馳ii日まで 無 理 を して しま う.,そ の 結 果 は連絡 船 の 中

で 発 表準備 に追 わ れた り、昼 間 か ら寝 台 車 に乗 っ て い る

の とi司じに な りた りす る。 また珍 ら しく準 備 が終 って か

ら汽 車に 乗れ て も 、問題 は隣 席の 乗客 で あ る、、私 は7L来 、

タバ コのパ ッケ ー ジ に"他 人の健 康 の ため に 自分で 吐 い

た煙 は必 らず 自 分で 回収 しま しょ うノ/と印刷 して も らい

たい くらい タバ コの煙 が嫌 い で あ る、、 タバ コ飲 み と乗 り

合わ せた らそ れ こそ"死 出 の旅"と な り、2日 間 位 自分

が ヒ ∫・サ ー モ ンにな っ たよ うな気 が して しま う。 また 、

話 し好 きの中 年 女性 と 乗 り合 わせ て も大 変で あ る。 ど こ

か ら来て ど こへ 何 を しに行 くの か と、 まるで 警 官 の職 務

質問 の よ うな こ とを聞 か れ 、 あげ くの 果て は持 参 して い

る紙 袋 の 中 か ら出 て きたr供 が 食べ るよ うな袋 菓/・を無

理 にす す め られ る。 こん な時 、私 は途 中 の停 車 駅 で降 り

るふ りを して 、 別 の車 両 に移 っ て し ま う。 しか しあ る時

な どは親 切 に も出 口の 所 まで 見送 られ 、 な か なか 別の 車

両 に移 れ な かっ た。 と にか く汽 車 に乗 る こ と一.・つ を と っ

て み て も、 学 会出 張 と旅 を実感 す るこ と を両 立 させ る こ

とは 大変 な ことで あ る。

とこ ろが 、学 会 と汽 車 の旅 を同時 に や ろ う とい う企 画

が 昨 年実 行 された の だ。 残 念 なが らこ れは 日本 の 話 で は

な く、 オー ス トラ リア の話 で あ る。昨 夏、 オ ー ス トラ リ

ア 西 部の パ ー スで 国 際学 会 があ り、私 も この学 会 とそ の

後 の シ ドニ ーで の シ ンポ ジ ウム にIIllrtlした 。 この 時 、 別

な シ ンポ ジウ ムが シ ドニ ー ・パ ー ス間 を結 ぶ 大陸横 断 鉄

道 の 車 中で 行 われ た ので あ る。 こ の特 急 は シ ドニ ー を出

発す る と約66時 間後 にパ ー スに 着 く。 私 は この 話 を聞 い

た時 、私 の 出 席 す る シ ンtジ ウ ムの オ ル ガ ナ イザ ーが き

わめ て常 識 的 な 人で あ る こ とを非 常 に残 念 に思 っ たJで

も、 車中 シ ンポ ジウ ム に参 加 したrl本 の 某 教授 か ら帰 り

の 飛 行機 の 中 で聞 いた 話 に よ る と、 か な りひ ど い こ とに

なっ た ら しい。 まず 、 午後3時 過 ぎに出 発 す るr定 の 列

車 が 、 オー ス トラ リ ア名物 の ス トの ため 結 局翌 日出 発 し

た。 そのr.、 列 車内 で は ワ イ ン も飲 み放題 で、 列 車 が 名

所 に さしか か る と演 者 が 発表 して い るの もか まわず 、座

長 が突 然 「皆 窓 の 外 を 見 ろ!あ れ が 有名 な○ ○ だ/」 と

観 光 案 内 も や って くれた そ うだ。 私 は この話 を聞 いた時 、

は か らず も わが 日本 国有 鉄 道 の お座 敷 列 車 を連想 して し

ま った 。 この 車 中 シ ンポ ジ ウムの 話 な どは 、 ま さに学 会

の つ い で に旅 情 も味 わお う とい うこ との難 しさ を良 く物

語 って くれ る。 日本 に着 く までの 間 、 某教 授 のrIか らつ

い に一.一言 も車 中 シ ンポ ジ ウム の発 表 内容 につ い て話 され

なか っ た こ と も、私 には 当然 の よ うに思 われ た。

とは言 い つっ も、 私 は 今 年 もや は り色 々 と計画 を 、γて
"学 会 出張

の 旅"に 出 るの だ ろ う。 しか しなが ら私の旅 も、

年 ご と に形骸 化 して きて い る よ うだ。 気 にか か る こ とが

多 くな り、昨 日 まで の[常 が旅 に 出 た そのfiか らす ん な

りと追憶 の 中へ と入 っ て くれ な くな った か らか も しれ な

い。 「旅 に 出 た い と思 うの は、帰 る所 が あ るか らだ 」 と

い うの が本 当だ ろ うか。

(イヒ等を 且力孝交授)
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新 任 教 官 紹 介
昭和58年5月1日 付けで衛生学講座に山村教授が就任

されました。Ll」村教授はすでに教育研究に当たられ講座

の充実を図 られていますが、本誌では御本人から挨拶を

いただくとともに、親 しい教官から御紹介いただくこと

としました。新任教官の教育研究方針を理解する一助と

してください。

(学生課)

就 任 に あ た っ て
■ 衛 生 学 講 座 ■ 山村 晃太 郎

私 は医 師 と して の ス ター トを切 った郷 里 函館 を皮 切 り

に大 学 、研 究 所 、大 学 とい くっ かの

所 を経 て 、本 年5月 、 この美 しい 大

雪 連 峰 を眺 望 で きる本 学 に赴 任 し ま

㎏ した。
輪 季 節 が丁 度 この地 方で も

っ と も良

鍵 い初 夏 か ら夏 を迎 えて い るので 、 梅

雨 め い た もの も な く、 また 乾 い た気 持 ちの 良 い 口射 の中、

職住 近接 の た と えの ご と く、歩 いて 十分 程 の道 の りを通

って い ます 。 もっ とも 当地 方の 天候 を評 価 す るた めには、

日本 有数 の 寒 い 冬 の 日 を体験 しな けれ ば駄 目 とい われ て

い るので 、 これ の評 価 は来 年 まで お あず け。

職 住 近 接 とい えば 、私 が 東 京都 立 神経 研 に通 っ て いた

時 は 、 自宅 か ら 自転 車で10-15分 で 東武 東 卜線 武 蔵 嵐 山

駅 、 そ こ か ら電 車 に乗 り、 一度 乗 り換 えて 国鉄 中央 線 西

国 分 寺駅 に着 き、 そ こ か ら歩 いて15--20分 で職 場 に到着、

全 コー ス片 道2時 間 以上 とい う点 と比較 す る と、関 東 は

なん と過 密 で あ るか と思 い知 らされ ます。

この広 い上 川 盆地 は、 また極 めて 静 か な環 境 を 人 に提

供 して い る こ とは 、 先 口車 の 交通 量 が 当地 方 で も っ と も

多 い と考 え られる 、 国道39号 線 上 で 学 生実 習 の際 に騒 音

レベ ル を測 定中 、 車 の通 過 台 数 を調 べ た ら、 何 と本 州 の

大都 市の国 道 の それ らの 約 一%程 度で あ るので 、 道 路

騒 音 の低 い の も当 然 な りと知 らされ ま した。

この よ うな環 境 下 で私 は 、穏 や かで 、 ゆ っ く りと しか

し確 実 な仕 事 を続 け る こ とが 出来 た らと希 望 します 。

た だ私 共の 領域 で あ る社 会医 学 は 、基 礎 医 学 で あ る と

は い って も、 活 発 に動 いて い る社 会 が 、 それ 故 に吐 きだ

す 、 もろ も ろの ヘ ドロの 処 理 や その よ うなヘ ドロ を生 み

出 す 仕組 み の 改 善 とい うこ とに あ るので 、 あま りに穏 や

かで 、静 か な環 境 とい うもの は、 多少私 共 の 食 欲 を誘 わ

ない とい っ た ら、 本州 の 過 密地 帯 に住 んで い る人 間 か ら

み た ら、ぜ いた く とい われ るで しょ う。 と もか く夜 こん

な に 多 くの 星 を仰 い で帰 宅 で きるの は幸 福 なの か も しれ

ませ ん。 さて 第2代 目の 講座 担 当者 と して新 しい 大学 、

新 しい土 地 で 、 教育 と研 究 の灯 を継 続 して ゆ く重 い責 任

を痛 感 して お る この頃 で す 。

4

山村 教 授 を迎 えて
金 沢 徹

最近 本 学 に着 任 され た 山村 教授 は、北 海 道大 学 医 学 部

で とも に学 ん だ同 期 生で あります。です から、 ここで は敢

て 山村 君 と呼 ばせ て頂 くこ と に します 。 山村 君 は 、当時 、

地 昧 で くちかず の 少 な い しか しど こ か うち に秘 め た闘志

を感 じさせ る青 年 で した。30年 近 く過 ぎた現 在 も、 そ の

お もか げは残 って い る よ うに思 え ます 。

L1」村 君 は 医学 部 を卒業 され た の ち、 い った ん精 神科 医

と して 勤 務 された ので す が、5年 を経 て あ らた に社 会医

学 を志 され 、北 大 の社 会 医 学 系 大学 院 に入 学 され ました。

この大 学 院 を修 了 され て か らは 、国 鉄労 働 科 学研 究所 や

東京 都 神 経科 学 総 合研 究 所 に勤 務 され ま した 。 この 間 、

も ちま えの 闘志 で 猛烈 に仕 事 を され 多数の 研究 業 績 を あ

げ られて 、昭 和50年 に は 日本 交 通医 学 会 か ら優 秀 論 文賞

を受 け られ たの で あ ります 。 爾 来 、山村 君 は労 働 衛 生 及

び 騒音 公害 に関 す る権 威 と して広 く認 め られ て い ます、、

昭 和53年 に は札 幌医 科 大 学 公衆 衛 生 学教 室 に助 教授 と

して迎 え られ、 そ こで 魚 の 水 を得 たよ うに 一層研 究 に打

ち込 まれ た ので す が 、 さら に教 育 に も熱 意 を示 されて 、

学 生や 研 究 生の 間 で信 望 が厚 か っ た と きいて お ります,、

本 学 に来 られて か らは好 きな タバ コも ふ っっ りとや め

られ た由 で 、 これ か らの 研 究 と教 育 に対す る山村 君 の 意

気込 み の 程 が感 じられ る よ うで す、、本 学 も創 設以 来10年

を経 て い よい よ発 展 が期 待 され る時 期 に 、山村 君 を衛 生

学 教授 と して迎 え るこ と がで きた こ とは 大変 心強 い限 り

で す。 山 村 君の 御 研究 が この旭 川で 一・層 発展 され るこ と

を心 か ら望 んで お ります 、,

(生 化学 第 二講 座 教授)

ノ
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卒 業 生 の 動 向
第5回 率 業生99名 は 、第75回 医 師 国家 試験 で 、96名 が

合格 、(昭和58年5114日 付 け厚 生 省の発 表)合 格 率95.0

%で 全国 国 公私 立 大学で は13位 の成績 で あ った。

卒業 生の 動 向 は次 の とお 甑,

(学 生 課)

氏 名 住 所 連 絡 先

薩 川 知 史 旭 川 市 神 楽 岡7条51"4J緑
コ ー ポ11号 第3内 科(大 学院)

石田 明 美
ク 神 楽5条13r目

遠 藤 マ ン シ.了 ン 皮膚科

伊藤 淳.一 ウ 旭神町4緑 東ハイツ1-A 小児科

月ニヒ 亮.一
ウ 神凝 岡7兼6」.口

.■一 ポ 神 吉Blo2 産婦人科(k学 院)

梅本 英彦 〃 南9条26」9目 小児科

大江 成博 ク 神楽 岡16条31N 'J外 科

大谷 則 史 ・ 大町2条127目 第1外 科

小山内裕昭 〃 東 光12条2」.目
後 藤 マ ン ン ヨ ン 泌尿器科

片 山かほる ICUII!"4R[ljl}f01」ヒ461-6〔 彪骨省先} 岡山大学精神科

門 正則 旭lIl「Irf申榮1瑚L2.条4」.目
Uイ ヤ ル ハ イツA-2 目艮 科

k垣 正彦 〃6条131'目 高橋 方 第2内 科

河端 薫 雄 "旭 神町2-2マ ンション'1!.li:; 第2病 理'1揮 大学院)

木村 広 幸 〃 豊岡6条1「目長陽荘8}}室 産婦人科学

斉藤 裕 輔 〃 神楽 岡3条5)'目 第3内 科

坂 田 耕 一一
東hr都 文 京 区 西 片2-15-8矢

沢 西片 荘B棟 鯨 大激 射線科吠学院1

佐藤 譲 旭川市神 楽岡7条5工 目緑 コーポ1号 精神医学

菅 原由香f一
ウ 緑 が 丘1条41`目4-LL

広 辻 方 眼 科

杉本 友照
〃 旭 遡LnGIL]

lLL号 第2内 科

錫谷 達 夫
〃 旭 神 田」,,・

ド ー ミ トリ医 学 荘B2 細 菌'll大 学 院}

高 染 良 平
iL巾晃rff豪[くf尺匹㌧1け条31.115-『

大西荘21}1 北海道勤医協中央病院

高田 久t 旭川市西騰 懲
,R-、-42 産婦入科(大学院)

田中 薫 福岡「陳 区碧犠 ～,　i月 葺7『ノ蚤、6 九州だ糟1科

田 畑 賢 ・
鯉融 柿讐摺㌢照OP{藤 信州大学第3内 科

E乎 健 ・ 旭 川 市 東 児12条 …11'目
緑 東 」一 ポ103

産婦入科

鳥 本 悦 宏
ウ 西 神 楽3線5号3

第2神 楽 岡.二 τ一ダン81-R2-41号 第3内 科

仲 俊 之 旭JII蒔f糸景力'ICZ条4r目1] 整形外科

中野 礼f 〃1条18r目 右4,} 整形外科

高田 恵f
ウ 西 神 楽 聯泉5号

道 営 住 宅82R-4-42 眼 科
1中 桐

橋 本 桂f一
新潟市学塗鱗 癬 罵9巨.2。鍔 新潟大学産婦人科

原 久 人 旭川ili5条 西げ 目1128 第3内 科(大 学 院)

東舘 憲州 札幌ilifl石区南郷通1月'目 北1 北海道大学第2外 科

福田 眞也 東耳て都世H1谷1)(L!f毛3-12-13 東海大学精神医学

藤野 まどか 旭 川 市 旭 神 町z-r
マ ン ン ヨ ン 里C号 整形外科

松岡 俊樹 滋賀県大津ウ課 些剤嬰}r 滋賀医大精神医学

的場 光昭 旭III市 東光16条51A 第1解 剖 掌〔大学院 〕

三河 一夫
}λ郁 市 伏 見区 向 島 中 島 町44

ボ ス401り.伴]一 一 宇治徳洲会病院

水永 光博 旭[Ilerr5条23r【 】プェ三L,}
ア ン ヤ ーユ ー一 ポ 泌尿器科

宮 本 和俊
ル 西.神3線5号

遭 住82R3-37 第1外 科

村住 和彦
ウ 旭 神 町4-45

武Eプ ラ ザ108r, 第1生 理 学 〔大学院)

森川 満 〃 神 楽 岡152124」 幽目
種 田 マ ン シ ョ ン 泌尿器科

山峙 弘 資
ウ 神 楽 岡10条9「 目

神 緑 ハ イ ツ205号 第1外 科〔大学院)

山本 浩 史 〃 神 楽5条91.目
西 館 マ ン シ ョ ン 第1外 科

吉田 和正
ウ 東 光8条lr目
旭 大 ハ ウ ス第2301号 室 第2内 科

植田 守
ウ4条231'目 左3号

坂 田 マ ン シ ョ ン 第1外 科

永瀬 厚
暇.岡8条1r目"永 健

コ ー一ポ 第2外 科

星野 光二

松崎 光宏 宮城県 多賀励 行東田中2r目23-3
伊 藤 ハ イ ノ105号

宮城厚繕 譲 内科

糊

撫　醐

欝

蕪　
　

ギ　欄

雛
撚
　　静

鞠鷲
翻

～

欝　
　

藩　　　　　　耀
　　…離
　
　
鍛　　　
癬

嗣

史

一

司

行

明

文

鈴

克

一

均

彦

策

生

子

紀

己

雄

幸

孝
.

薫

均

司

夫

恵

敬

夫

修

明

己

樹

高

伸

久

章

明

路

平

治

志

美

努

希

弘

市

巳

彦

三

之

馬

幸推博康修信邦く佳修亮紳孝葉広直秀正秀洋英晶弘喜俊政直浩嘉博秀史康英憲彰博道啓正政佳和一正ふ田

㍊

驚

論

謝
描

鷺

瀦

輪

嶽

鷺
帥

蹴
幡

鶏

欝

篇
伴

劉

諜

諜

離
躰
蝦

鵬
師

朝

讐

翻
裾

儲1ー
※ 勤務先病院名、大学名のないものは本学である。
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開 学10周 年 を祝 う

本'噛野:は昭 和48年9月29日 に設 置 きれて 以 来 、/¥1年 で10

年 目を迎 え る にあ た り、6月15陣 水欄 学Fl周 年記 念 行 事

が 行 わ れた.、学 内 に おい て は10時30分 か ρ㍉{己念 植 樹 が 行

われ 、 イチ イ ・エ ゾ ヤマ ザ クラ ・ア カ.丁一ゾマ ツ等goo

以 ヒの 木 々が 大 学構 内 に植 え られ た、.]311,'x`から は旭 川 市

民 文化 会 館 に お い て公 開講 演 会 が 行 われ 、聖 路 加 看護 大

一 婁負翻1墜 鷺搏 雛学鐙魑繍鵬!

ξ

曝2黒ll隆灘恐/
∵∴膿ξ・・義轟 築
学 長 日野 原 重 明氏 によ る 「心 と身 体 の健 康 づ く りの 習

慣 化」、 本 学 産 婦 人科 学 教 授 清 水哲 也氏 に よる 「体 外

受 精の 現 況 と問題 点」 の講 演 で.L約1,200人 の

聴 講 を得 た 、,っつ いてisu:rか ら市内 二..ヱ.一北 海 ホ テ ル に

お いて 式 典ditび に祝 賀 会 が行 わ れ 、約200人 の 参 列 者 によ

・,て、開 学10周 年 を紗己っ た,、

)ぐ、61117日(金 吋こ:よ「ヨそ友ニミー・Eケミノくvx.,'素さそf委≡藍i・得月'」;身10

周 年行 事実 行stir:i.f?に よ る 開学10周 年記 念 ピ』一一ルハ

ー一テ ィー が16時30分 か ら講 義棟2階 テ ラ スで 行 わ れた 。

学 生 ・教 職 員 によ る綱 引 き大 会 が行 わ れ、 肌寒 い 天候

で あ ♪た が 、約35〔〕名 の 出 席 を得 、 開学10周 年 記念 行 事

が終rし だ 、

(学 生 課)

糠

静

酬 懸 .

G

第9回 医 大 祭

第y回 医 大祭 は 「交感 神経 興 奮せ よ!」 を テー マ に6

月16日 休)雨の 中 の11更装 行 列で 幕 が開 い た,,般 公 開 日 に

は 天候 も回復 し、6月18日 〔Dには 「ヒ ップ ア ノフコ ンサ

ー ト」 ・「藤 原 新 也」 講 演 会 、6月19目Ui)に は ウ ∫レトラ ク

イズ ・び っ く り旭 医 新 記録 等 多彩 な催 しが あ り、 一般 市

民 約XOOO人 が 訪 れ た、,又、医 学 展 ・模 擬 店 も賑 わ い を 兄

せ、盛 況 の う ちに幕 を閉 じた、、

(学 生 課)

第9回 医大祭を振り返って
(第5・';モf卜〕ノく1[1～ 「1し6…

第9回 医 大祭 は 、「交感 神経 興 奮せ よ!」 をテ ーマ に6

月16--19日 に お こな わ れ ま した。 あい に く天候 に恵 ま れ

ず 、 今年 は 再 び常磐 公園 で お こ な うf・定 だ った前 夜祭 と

50チ ーム 以Lが 参 加 ∫淀 して い た ソフ トボ ー矧レ大会 を中

[ヒしな くて は な りませ ん で した が、 他 の企 画 は無 事に終

える こ とがで き ま した、,

医 大祭 実行 委員 会で は 、 学 生の 多 くの 意 見 、 希望 を取

り入れ 、一 っ で も新 しい こ とに挑 戦 す る こ とを 目標 に企

画 を 、ヒて ま した 。 その 報 告 を したい と思 い ます、,

昨 年 中 止 した 仮装 行列 も今 年 は復 活 し、 雨の 中 各学 年

の有 志 が 参加 して くれ ま した。 特 に今 年は ク ラブ に も呼

び か けた と こ ろ、野 球 部 が積 極 的 に 参加 して くれ 、み ご

と優 勝 しま した 。 こ こ数 年規 模 が・」・さ くなっ た仮 装行 列

で す が 、 今後 よ り 多 くの 参 加 を期 待 したい と思 います 。

今年 の 新 しい 企画 σ)一一つ と して 全学 年参 加の 医学 展 が

あ り ま した。 今回 は 「脳 死」 をテ ー マ と して1年 生 か ら

5年 生 の 有志 が 集 ま り、 デ ィス カ ッ シ ョンを 重ね研ILIC

表 しま した。 当 日は 、「脳 死 を 考 え る」 と題 して2人 の

講 師 をお む か え して 講 演 会 を行 い、 た いへ ん盛 況で した、,

この よ うに一一つ のテ ー マ の も と に学 年の 壁 を越 えて討 論

す る機 会 が得 られた こ とは意 義 あ るこ とで 、 今後 も続 く

こ と を其月待…し ます、、

今 年 は 、開 学10周 年 とい うこ とで学 祭 で も2っ の 催 し

があ りま した 。 一っ は 開 学10周 年 記念 パー テ ィーで 、 学



生 、教 官 、職 員 が楽 しい ・時 を過 ご しま した。 特 に綱 引

きは好評 で 熱 の 人 った 試 合 が続 きま した 。 今年 だ けで な

く、 この よ うな学 生 、教 官 、職 員の 友好 の 輪 が拡 が る よ

うな企画 を続 け てい きた い と考 えて い ます0も う一 つ は

開 学 ユ0周年 記念 ウル トラ ク イズで 、約500名 の 学 生 、 市

民 が 参加 して優 勝 め ざ して ク イズに挑 戦 して い ま した 。

残 念 な が ら優 勝 は市 内の 高校 生 に奪 わ れ ま した が、 多 く

の 学生 、 市民 の 方が楽 しん で くれ ま した。

ま た今 年 は、 昨 年 に引 き続 き体 育館 で コ ンサ ー トを 開

催 しま した。 や や 大規 模 す ぎた とい う昨 年の 反 省 の も と

に今回 は ヒ ップ ア ップ を呼 んで 余裕 の あ るコ ンサ ー トに

しま した。 約600人 の 観 衆 が集 ま り、 ヒ ップ ァ ップ も た

いへ ん は りき って楽 しい シ旨 ウ を見せ て くれ ま した。 タ

レ ン トを呼 ぶ にあ た って は、 い ろ ん な問題 、 学 生 の意 見

希uiが あ り全て の 要素 を念ん だ満 足 の い く企 画 にす るの

は難 しい こ と もあ らた め て感 じ させ られ 、今 後 の課 題 と

して 考 え なけ れ ば な らな いで し ょ う。

昨 年 な かっ た作 家 によ る講演 会 は、 今年 初 め て 当 日企

画 と して藤 原新 也氏 をむ か えて本 学講 義室 で お こ ない ま

した。 藤 原 さん は まだ知 名度 が 少 ない に もか か わ らず 、

熱 心 な フ ァ ン約100名 が 集 ま り3時 間近 くに お よぶ講 演

を じっ と聞 いて い ま した 。
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ク ラブ、 有志 参 加 の企 画 も今年 は よ り充 実 した もの と

な った と思 い ます 。 た と えば昨 年 か ら始 まっ た弦 楽 コ ン

サ ー トな どは 多 くの フ ァン を得 た よ うに思 い ます し、子

供 か ら大 人 まで 沸 か せ た プ ロ レス シ ョー や 、今 年 初 め て

の将 棋 部 によ る人 問将 棋 な ど楽 しい企 画 が あ りま した。

この よ うに 、他 の クラ ブ、 有志 もマ ンネ リに な らず 新 し

い もの に挑 戦 して もら いた い と思 い ます 。

今後 も、 今回 の テ ーマ「交感 神経 興 奮 せ よ!」 に示 さ れ

るよ うに 、[-1s';生活で は な し得 な い よ うな事 に積 極 的 に

参加 し創 造的 エ ネ ル ギー を発 揮 して よ りよい 医大 祭 に し

て い きま し ょう。 来 年 は 記念 すべ き第10回 に な ります 。

今 年 も含 め過 去 の経験 を生 か し、 さ らにす ば ら しい医 大

祭 を創 りま しょ う。

(第9回 医 大祭 実 行 委 員会 委 員長)

区 体

男子総合3位 に輝 くノ

第30回 北海 道 地 区 大 学体 育 大 会 は 、室 蘭 工業 大 学 が 当

番校 と な り7月8日 か ら11日 まで の4日 間 、 全道42大 学

か ら4,000余 名 が 参 加 、 各 会場 で 熱戦 を く りひ ろ げた 。

本学 か らは15種 目 に160名 が 参 加 、 準 硬 式野 球 ・サ ッ

ヵ一 が準 優勝 、陸 上競 技3位(5年 山本800ml位:

大 会 新)、 弓 道 男 子5位 ・女子(オ ー プ ン)4位 、 バ

スケ ッ ト男子 ・バ レー ボ ー ル ・バ ド ミン トン男 子 がベ ス

ト8進 出 等 、 各種 目 に善 戦健 闘 し総 合成 積 は男 子3位(

過 去 最 高)女 子17位 と好 成積 を残 した。

(学 生課)

__e_°

第30回 北海道地区大学体育大会成績一覧

順 位

種 目
優 勝 準優勝 3位 旭 医 大

陸 ヒ 競 技

男 函教大 道工大 旭医大 3位

女 道女短 旭教大 函教大 10位

準 硬 式 野 球 道都短 旭医大 東口大
北学園
準 優 勝

軟 式 庭 球 道工大 帯畜大
北学園
札教大

1回 戦 敗 退

バ スケッ トボ ール

男 道都大 室工大
道工大
帯畜大
準々決勝敗退

女 道女短 帯畜大
北星短

札教大
1回 戦 敗 退

バ レ ー ボ ー ル 道都大 旭教大
札商大

道工大
準々決勝敗退

サ ッ カ ー 道工大 旭医大
樽商大
札医大
準 優 勝

バ ド ミ ン ト ン

男 札教大 道工大 札商大 準々決勝敗退

女 道女短 札教大 旭教大 棄 権
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剣 道

勇 北 大 酪農大
旭川大

室工大
ア選 リーグ敗退

女 道1,Ck',1 、'ξ駒 短
北星大
北 大

〃

弓 道

げくtは わ フン)

男 北 大 札商大 北 皐.大 5位

女 帯畜大 北 大 室 工大 4位

ハ ン ド ボ ー ル 北 大 旭教大 室工大 予選 リーグ敗退

総 合

男 道都大 道工大
旭医大
北 大
北学園
3位

女 道女短 札教大 帯畜大 17位

第26回

東日本医科学生総合体育大会
(夏季 大会)

第26回 東H本 医 科学 生 総 合体 育 大 会(夏 季)は 、帝 京 大

学 が主 管 校 と な り7月20日 ～8月7口 まで の19口 間 に わ

た っ て行 われ た。

本学 か らは 、19種 目 に333名 が 参 加。 今大 会 は、 陸上

競技 が6年 小黒 ・岡本 、5年 山本 、4年 三宅 、2年 野 津

君 等の 活 躍 に よ り総 合優 勝 、 バ レー ボー ル ・女子 バ ス ケ

ッ トボー ル3位 、個 人 戦 は 卓球(W)に3年 大沢 ・高橋

組 が準 優 勝 、空 手道3年 鎌 田 が4位 、 弓 道 女子4年 中村

が優 勝 と全 種 目 に善 戦健 闘、 総 合 成優 は35大 学 中 ユ2位で

あ)た 。(学 生 課)

第26回 東 日本 医科 学 生総 合 体 育大 会(夏 季 大 会)成 績 一 覧

、

＼ 順位、

種目 ＼ ＼
優 勝 準優勝 3位 旭 医 大

陸k競 技 旭 川 新 潟 千 葉i優 勝

準 硬 式 野 球 福 島 慈 恵 山 形 2回 戦 敗 退

硬 式 庭 球

男 ト 葉 自 治 順 天 〃

女 女医B 北 大 福 島 1回 戦 敗 退

軟 式 庭 球 自 治 東 大 筑 波 予戦リーグ敗退

男 東 北 r一 葉 自 治
決勝 トーナメント

準 々決 勝 敗 退
卓 球

女 F葉 福 島 独 協 予戦リーグ敢退

バ レ ー ボ ー ル 群 馬 信 州 旭 川 3位

バ ド ミ ン ト ン

男 東 北 新 潟
自 治
福 島

1回 戦 敗 退

女 女 医 札 医 東 大 ク

サ ッ カ ー 東 北 福 島 東 邦 〃

8

バ スケ ソトボ…JL

男 自 治 日 大 山 形 3【 口1戦 敗 退

女 順 天 筑 波 旭 川 3位

柔 道 慈 恵 群 馬
山 形

聖 マ 予戦リーグ敗退

剣 道 新 潟 埼K
慈 恵

独 協

決勝 トーナメント

1回 戦 敗 退

弓 道 昭 和 新 潟 岩 丁 8位

空 手 道 札 医 埼E 日 大 準々決勝敗退

水 泳

男 日 大 福 島 慶 応

女 女 医 筑 波 福 島

総 合 福 島 東 北 千 葉 12位

トレーニ ング機器講習会

6月21日w6月zsn≪ まで の3日 間 、本学 トレー ニ

ング コー ナ ー にお いて 、 トレー ニ ン グ機 器1溝習会 が 実施

された 。講 師 は 旭 川市 総 合 体育 館 指導}1任 山 本悠=氏

で 、第1日 ・第3[1目 は8時40分 …1`Lli,r10分まで1・2

年 生 を対 象 と し、 第2rl目 に は 般 学 生 を対 象 と して 募

集 した とこ ろ、 体育 系 ク ラブ代 表 者等2〔〕数 名が 集 ま り、

13時00分14Ur40分 まで 、 各 ス ポー ツ に応 じた トレー ニ

ング方 法 や トレー ニ ング機 器の 取 り扱 い 方及 び基礎 体 力

づ くりに関 す る技 術 指 導 を うけ盛 況 の うちに講 習 会 か終

了 した。(学 生 課)

譲
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一

学生教育研究災害傷害

保険の改善について
本保 険 は発 足以 来満7frを 経過 し、 この 間 昭和53年 お

よ び55年 に保 険給 付 内容 の 改 善 が行 われ ま した が 、更 に

本 年n月1日 よ り課 外 活動 中 の 事故 に対す る補償 を重 点

と した保 険 給 付内 容 の 改善 が行 わ れ ま した。

改 善後 の 担 保範 囲 等(③ 及 び④ の 学校 施 設 外 の 課外 活

動 は 新 設)は ド記の とお りで す..本 保険 加 入 者 で 不幸 に

も該 当す る 事故 に遭 った場 合 は 、速 や か に学 生課 厚 生 係

に届 け出 て ドさい,,

⑦ 正課中 講 義 、 実験 など授 業 を受 けて い る間 。(教

員の指 示 に基 づ く授 業の 準 備等 及 び 大学 の 図書 館 、 資

料 室等 にお い て研 究 活動 を 行 って い る問 を含 む。〉

「2
/t:校 行`馴 ト…・・……大学 の1三催 す る人学 式 、 オ リエ ンテ

ー シ ョン など教 育 活動 の 環 と しての 各 種 学校 行 事 に

参 加 して い る間 。

⑥ 学校 施 設 内 の休 憩i… ・・……大f一が教-cY1活動 の ため に所

有 、使 用 また は管理 して い る学 校施 設内 にい る問 。

④ 課 外活 動 中…………大学 の 規則 に則 った所 定 の手 続 によ

り大学 の 認 めた 学 内学 生 団 体の 管 理 ドで 行 う文 化 活 動

または 体 育 活動 を行 って い る間 。(団 体 と して の 活 動

で あれ ば懇 親 会 、 ハ イキ ング等 も含 まれ る。)た だ し、

学校 施 設 外 の活 動 は、 大学 に届 け出 た活 動 に な って い

るので 、「行 動計 画,獅 の提 出 を励 行 して ドさい。

(注意 事項)

ill'fI校施 設 内 で あ って も、寄 宿 舎 にい る闇 、 大学 が禁 じ

た時 間 も し くは場 所 にい る間 、 また は大 学 が禁 じた 行

為 を行 っ て い る間 を除 き ます。

12)'fI校施 設 外の 課 外 活動 で次 の もの は除 き ます 。

山 岳登 は ん 、 リュ ー ジ ュ、ボブ スレー、航 空機 操 縦(自

家 用航 空機 搭 乗 を含む 。)、グ ラ イ ダー操 縦 、 ス カ イダ

イ ビ ン グ、 スキ.t一 バ ダ イビ ン グ、外 洋 に お け る ヨ ッ

ト操 縦 、 パ ラセ ー ル搭 乗 、 ハ ン グ グラ イ ダー搭 乗 、 そ

の他 これ らに類 す る危 険 な運 動 、,(学 生 課)

保 険 金 の 種 類
正 課 中
学 校 行 事 中

課 外 活 動 中
学校施設内休憩中

死 亡 保 険 金 1,20(〃 ∫円 600万 円

後 遺 障 害 保 険 金
障 害 の 程 度 によ り
54'∫ ドト1,800万 円

障害の程度により
27)iPJ-900万llI

治療Ii数411-61i 6,000円 一 円

ク7～13 15.Ol)〔 〕
一

医 ク14-29 30,000 30,000

療 30-.i9 50,000 50,000

保
(iO…89

ク9〔1-一 ・119

so,000

/10,000

so,000

iio.000

険 IZO-lA9 140,000 140,000

金
ク150～179 1700(10 170,000

1RO-'L69 200,000 200,000

ケ270一 300,000 300,000

ノ＼院 加1算:金(1801iを 限 度}i日 にっ きa,OOOf'1

■ 脳神経外科学講座 ■ 田中 達也

脳神経外科学講座は、米増祐吉教授の就任により昭和

53年4月 に新設講座 として発足 した。スタッフには、九

州大学及び北海道大学よりユニークな精鋭が集まり、現

在では当大学卒業入局者も合わせて総数20名 と大世帯に

なってきた。〈診療〉は、米増教授の信念である 「患者

のための医療」と 「地域に密接 した医療の充実」が実践

されている。旭川、道北及び道東は、脳腫瘍 ・脳血管障

害の症例が多く、年々紹介患者も増加してきており、地

域に根ざした高度の医療を目ざして教室員一同日夜努力

している。

〈教育〉は、学生に対しては、広 く浅い知識の追求のみ

に流されがちな現代の流行にさからって、「何故そうなる

のか」「その考えの根拠は何か」 という様 に、大脳前頭

葉及び辺縁系を十二分に刺激させる教育法が、米増教授

指導のもとに徹底している。卒後教育に関しては、当科

では導門医の養成が目的となる。卒後の3年 間で、基礎

的臨床研修、九州大学神経内科研修、麻酔科研修が終る

と次いで、博士号取得のための2年 間の研究期間かもう

けられる。卒後6年 目のLI本 脳神経外科認定医試験に合

格 して、卒後研修カリキュラムを終える。

〈研究〉は、神経生理学、神経病理学及び脳循環、代謝

の3グ ループに分かれている。新設後間もない状況では

あるが、それぞれの成果は国内及び国際学会に頻回に発

表しており、著書や、国内及び国際ジャーナル投稿数も

飛躍的に増加してきている。今年のフランスでの国際シ

ンポジウムで、当大学卒業生が、不得意な英会話を駆使

し、デスカノションを何とか乗切ったのは、今だ記憶に

生々しい。現在3名 が、外国に留学しており彼等のホ

ットな研究成果は、帰国後の研究に新しい見吹を与えて

くれるだろう。

その他、医局内の雰囲気については、運動神経0の 者で

も皆スポーツを得意としている。年に一度のスキー合宿

テニス大会、朝野球、卓球、バレーと枚挙にいとまがな

い。雪が降ると、ブロック建設室内大会も重要な行事と

なっている。

この様に、脳神経外科講座ではスt一 ッでの体力作りと

教室員の和を弾みに日夜医学の研鑛に励んでいる。

(脳神経外科学講座 講師)
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課 外 活 動 短 信

卓 球

%道 医体
も

%団 体戦 優勝

個人戦S高 橋(3年)優 勝

W大 沢 ・高橋(3年)優 勝

田代 ・佐々木(6年)3位

ゴルフ部

%道 大学対抗B優 勝

%第9回 全道学生ゴルフ

武田 聡(3年)参 加23選 手中2位

ロック研究会

易 ロック研コンサー ト(市民文化会館小ホール)

ギター部

%ギ ター部定期演奏会(市民文化会館小ホール)

陸上競技部

%国 体北海道予選 山本長史(5年)1500m1位(3'S2"8)

%北 海道選手権(札 幌円山陸上競技場)ヨ
%山 本 長史(5年)1500m1位(3'55"1)
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6月12日(日)晴Geneve(aの40日 の 在外 研 究 を終 え て 、

朝Seydoux博 士 に空港 まで 送 っ て貰 い 、Parisに 向 う。

約45分 の短 い飛 行 だ がParisは 本 当 に都会 ら しい街 だ 。

街並 と生 活 との 調和 を感 じ る。 人 々 の賑 わい に は親 しみ

が あ る。 「こ こ にClaudeBernardは 休 ん で い る 。

す で に彼 の 名 前 も墓 石 の 上 か ら消 え始 め、 通行 人 か らは

気付 かれ も しな い。 しか し彼 の 肉体 が冷 た い墓 の 下 で忘

却 され永 遠 に失 わ れ る と して も、彼 の追憶 は光 栄 と光 明

の な かで い つ まで も生 き続 け るで あ ろ う」 フ オー ル の

Bernard伝 の一 節 で あ る。Pere-Lachaise墓 園 が そ の

場 所 で あ る。Paris訪 門 の 目的 の一 っ は 、前 回Parisを

訪 れ た と き果せ な か ったBernardの 墓 を た ず ね る こ と

だ っ た。 早速QuartierLatinの ホ テ ル を後 に、 徒 歩 で

約1時 間 半後Pere-Lackaiseに 辿 り着 い た。 予 想 し て

い た よ り広 大 な墓 所 で 、入 口で貰 っ た案 内図 には シヨパ

ン、 モ リエ ー ル、 コ ン ト、 バ ルザ ック な どの 名 前 と墓 の

あ る区 域 が 記 され て い る がBernardの 名 は 見 当 らな か

った。2、3人 の守衛 に聞いたがBernardを 知 るもの はい

なか った 。幾 千 も あ る墓 石 の な か か らBernardの も の

を見つ け るこ と は不 可 能だ った。 フ ラ ンスで 初 め ての 国

葬 の栄 に浴 した現 代 生理 学 ・医 学 の 生 駆 者Bernardは

一般 の人 か らは忘 れ られて い る こ と を知 った だ けで 、 今

日は空 し く地 下 鉄 を乗 り継 い で ホテ ル に戻 った。

6月13日(月)晴CollegedeFranceの 研 究 室 にP。r-

tet部 長 を訪 れ る。研 究 室 を案 内 し て貰 い 、今 週の セ ミ

ナー 、 討論 の 予 定 を決 め る。 研 究 室 の ス タッ フは 誰 も

Bernardの 墓 を訪 ね た こ と が ない と い う。旧知 のSena-

ult博 士 が管 理 事 務 所 に電 話 で問 い 合 せ、明 日Bernard
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の墓 の所 在 を調べて守 衛 がその場 所 まで案 内 して くれるよ う

に手 配 を して くれ た。 夕方 、Senault博 士 に医 学 アカ デ

ミー に連 れて行 って貰 い 、Lehrmitteの 画 いた 実 験供覧

中 のBemard像 の絵 を観 る。 この 絵 は転 々 と移 され 、し

ば ら く行 方 が知 れ なか っ たが よ うや く医学 アカ デ ミー に

落 着 い た ら しい。 夏時 間の た め 、 いつ まで も明 るいので、

夜 近 くのLuxemburg公 園 の な か を久 し振 りに走 る。

6月15日(水)晴 昨 日CollegedeFranceの 古 文 書

資料 室 で 見 せ て貰 い 、 お願 い して あっ たBernardの 草 稿

の体 温 生 理 の一 部 の コ ピ ーが届 い た。 午後 再 びPere-

Lachaiseに 行 く。 管 理 事 務 所 の 職 員 が古 い帳 簿 をあ く

り、 よ うや く住 所 を見 付 け出 した。付 添 の 守衛 と 自動 車

で の その 区域(20区)に 向 う。 い よ いよ の思 い であったが、

守 衛 と一緒 に その あ た りを探 して もBernardの 墓 に出会

う こと がで きな か った 。閉 園 の時 間が迫 った ので 、 また

空 し く引 き揚 げ ざる を得 な かっ た。

6月17日(金)晴 昨 日は、研 究室 でのセ ミナーを終 了 、パ

ー テ ィの席 で わ ざわ ざ私 の た め に注 文 して 作 って くれた

Bemardの 素晴 らしい メ ダ ル とPortet部 畏所 蔵Bern-

ardの パ ンセ 集 を贈 られ る。 今 日パ リ最 後 の 日、朝 か ら

の地 下鉄 ス トライ キ も午後 は ほぼ 正常 に なっ た よ うなの

で 再 々 度Pere-Lachiaseを 訪 れ る こ とに した。 これ が

最後 の チ ャ ンス か と思 う と、 少 しば か り悲壮 な気分 だ 。

事 務 所 の職 員 に 日本 か らこ のた め にや って 来た と談 じ込

んだ 結 果 、守衛 長 らし き人物 が、 非常 に大 きな地 図 で詳

し く検討 して くれ、 彼 と再 び20区 に向 う。途 中 「貴 方 は

非 常 に熱 心 にこの 墓 を探 してい るが、Bernardと い うの

は貴 方の 家族 だ っ たの か」 な ど とい う名誉 あ る質 問 を受

け る。彼 は一つ 一 つ の 墓石 を慎 重 に数 えて 、遂 に私 の た

め にBernardの 墓 を探 して くれた。思 わず 彼 の 手 を握 り

しめ 、 い ま暫 くこ こ に留 ま りた い か ら と先 に帰 っ て貰 っ

た 。Bernardの 墓 石 に手 を置 き、その 下 に休 むBernard

に思 い を馳 せ て い る と、 旅 の 疲 れ も、 外国 にい るこ と も

忘 れ て しま うよ うだった。私 淑 して久 しいBernardを 、 こ

れ ほ ど身 近 に感 じた こ とはなかった。木 陰 を洩 れ る日差 の

墓 石 の上 で の さざめ きは 、今 は 聞 く術の ないBernardの

呼 び掛 けの よ うに思 えた一 さあ君去 り給 え、君 の道 は 果 し

な く続 く、疑 念 を発 し、固定 した 観 念 を避 け、 そ して いつ

も精 神の 自由 を保 持 す るこ と を忘 れ ない よ うに 一

Garderlalibertefondeesurledoutephilosphique

‐ClaudeBernard‐

(生 理 学 第 一講 座 教授) 調
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